
昭
和
二
十
六
年
建
設
省
令
第
三
十
三
号

土
地
収
用
法
施
行
規
則

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）

第
十
五
条
第
四
項
、
第
十
八
条
、
第
二
十
三
条
第
三
項
、

第
二
十
八
条
第
二
項
、
第
三
十
七
条
第
四
項
、
第
四
十
二

条
第
一
項
、
第
六
十
五
条
第
三
項
、
第
八
十
三
条
第
七

項
、
第
九
十
四
条
第
三
項
及
び
第
百
十
六
条
第
二
項
の
規

定
に
基
き
、
土
地
収
用
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

（
証
票
及
び
許
可
証
の
様
式
）

第
一
条
　
土
地
収
用
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十

五
条
第
一
項
（
法
第
三
十
五
条
第
三
項
（
法
第
百
三
十

八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
証

票
（
国
土
交
通
省
の
職
員
が
携
帯
す
る
も
の
を
除
く
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
一

と
す
る
。

２
　
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
証
票
の
様
式

は
、
別
記
様
式
第
二
と
す
る
。

３
　
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
の
様
式

は
、
別
記
様
式
第
三
と
す
る
。

４
　
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
の
様
式

は
、
障
害
物
を
伐
除
し
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
別

記
様
式
第
四
、
土
地
に
試
掘
等
を
行
お
う
と
す
る
者
に

あ
つ
て
は
別
記
様
式
第
四
の
二
と
す
る
。

（
事
業
の
説
明
）

第
一
条
の
二
　
法
第
十
五
条
の
十
四
（
法
第
百
三
十
八
条

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
国
土

交
通
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
説
明
の
た
め
の
会
合
を
開
催
す
る
こ
と
と
す

る
。

一
　
会
合
を
開
催
す
る
場
所
は
、
で
き
る
限
り
、
事
業

の
認
定
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
す
る
者
の
参
集
の

便
利
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
。

二
　
次
に
掲
げ
る
事
項
を
、
遅
く
と
も
、
会
合
を
開
催

す
る
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
前
八
日
に
当
た
る
日

が
終
わ
る
ま
で
に
、
事
業
の
施
行
を
予
定
す
る
土
地

（
河
川
の
敷
地
、
海
底
又
は
流
水
、
海
水
そ
の
他
の

水
に
お
い
て
事
業
の
施
行
を
予
定
し
て
い
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
事
業
の
施
行
を
予
定
す
る
区
域
。
ハ
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
存
す
る
地
方
の
新
聞
紙
に
公
告

す
る
こ
と
。

イ
　
起
業
者
の
名
称
及
び
住
所

ロ
　
事
業
の
種
類

ハ
　
事
業
の
施
行
を
予
定
す
る
土
地
の
所
在

ニ
　
会
合
の
場
所
及
び
日
時

三
　
前
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
、
事
業
の

施
行
を
予
定
す
る
土
地
、
河
川
の
敷
地
、
海
底
、
水

若
し
く
は
立
木
、
建
物
そ
の
他
土
地
に
定
着
す
る
物

件
又
は
こ
れ
ら
に
あ
る
物
件
に
関
し
て
権
利
を
有
す

る
者
（
起
業
者
が
そ
の
氏
名
及
び
住
所
を
知
つ
て
い

る
も
の
に
限
る
。
）
で
こ
れ
ら
の
権
利
を
提
供
す
る

こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
を
し
て
い
な
い
も
の
に
対

し
、
文
書
を
も
つ
て
通
知
す
る
こ
と
。

２
　
前
項
第
三
号
に
規
定
す
る
通
知
は
、
会
合
を
開
催
す

る
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
前
八
日
に
当
た
る
日
が
終

わ
る
ま
で
に
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
条
の
三
　
起
業
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
会
合
を
打
ち
切
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
前
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
公
告
さ
れ
た

会
合
を
開
始
す
る
時
に
お
い
て
、
参
加
す
る
者
が
な

い
と
き
。

二
　
起
業
者
（
そ
の
職
員
又
は
代
理
人
を
含
む
。
）
若

し
く
は
会
合
に
参
加
す
る
者
の
身
体
に
危
害
が
加
え

ら
れ
、
又
は
そ
の
著
し
い
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

三
　
会
合
を
開
催
す
る
施
設
若
し
く
は
そ
の
設
備
が
破

壊
さ
れ
、
損
傷
さ
れ
、
若
し
く
は
そ
の
使
用
を
困
難

に
す
る
行
為
が
さ
れ
、
又
は
そ
の
著
し
い
お
そ
れ
が

あ
る
と
き
。

２
　
起
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
会
合
を
打
ち
切
つ

た
と
き
は
、
当
該
会
合
が
予
定
さ
れ
て
い
た
期
間
中
、

同
項
の
規
定
に
よ
り
会
合
を
打
ち
切
つ
た
旨
に
つ
い

て
、
そ
の
会
場
又
は
そ
の
付
近
の
適
当
な
場
所
に
掲
示

す
る
と
と
も
に
、
次
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
適
切
な
方

法
に
よ
り
公
衆
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
起
業
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載

二
　
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
の
協
力
を
得
て
行
う
当

該
地
方
公
共
団
体
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載

（
事
業
認
定
申
請
書
の
様
式
）

第
二
条
　
法
第
十
八
条
第
一
項
（
法
第
百
三
十
八
条
第
一

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

る
事
業
認
定
申
請
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
五
と

し
、
正
本
一
部
並
び
に
起
業
地
の
存
す
る
都
道
府
県
及

び
市
町
村
の
数
の
合
計
に
一
を
加
え
た
部
数
の
写
を
提

出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
認
定
申
請
書
の
添
付
書
類
の
様
式
）

第
三
条
　
法
第
十
八
条
第
二
項
各
号
（
法
第
百
三
十
八
条

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
に
掲
げ
る
添
付
書
類
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
作
成
し
、
正
本
一
部
及
び
前
条
の

規
定
に
よ
る
事
業
認
定
申
請
書
と
同
じ
部
数
の
写
し
を

提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
十
八
条
第
二
項
第
一
号
の
事
業
計
画
書
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
内

容
を
説
明
す
る
参
考
書
類
が
あ
る
と
き
は
、
併
せ
て

添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

イ
　
事
業
計
画
の
概
要

ロ
　
事
業
の
開
始
及
び
完
成
の
時
期

ハ
　
事
業
に
要
す
る
経
費
及
び
そ
の
財
源

ニ
　
事
業
の
施
行
を
必
要
と
す
る
公
益
上
の
理
由

ホ
　
収
用
又
は
使
用
の
別
を
明
ら
か
に
し
た
事
業
に

必
要
な
土
地
等
の
面
積
、
数
量
等
の
概
数
並
び
に

こ
れ
ら
を
必
要
と
す
る
理
由

ヘ
　
起
業
地
等
を
当
該
事
業
に
用
い
る
こ
と
が
相
当

で
あ
り
、
又
は
土
地
等
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利

用
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
理
由

二
　
法
第
十
八
条
第
二
項
第
二
号
の
起
業
地
を
表
示
す

る
図
面
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
作
成

し
、
符
号
は
、
国
土
地
理
院
発
行
の
五
万
分
の
一
の

地
形
図
の
図
式
に
よ
り
、
こ
れ
に
な
い
も
の
は
適
宜

の
も
の
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

イ
　
縮
尺
二
万
五
千
分
の
一
（
二
万
五
千
分
の
一
が

な
い
場
合
は
五
万
分
の
一
）
の
一
般
図
に
よ
つ
て

起
業
地
の
位
置
を
示
す
こ
と
。

ロ
　
縮
尺
百
分
の
一
か
ら
三
千
分
の
一
程
度
ま
で
の

間
で
、
起
業
地
を
表
示
す
る
に
便
利
な
適
宜
の
縮

尺
の
地
形
図
に
よ
つ
て
起
業
地
を
収
用
の
部
分
は

薄
い
黄
色
で
、
使
用
の
部
分
は
薄
い
緑
色
で
着
色

し
、
起
業
地
内
に
物
件
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
主

要
な
も
の
を
図
示
す
る
こ
と
。
収
用
し
、
若
し
く

は
使
用
し
よ
う
と
す
る
物
件
又
は
収
用
し
、
若
し

く
は
使
用
し
よ
う
と
す
る
権
利
の
目
的
で
あ
る
物

件
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
物
件
が
存
す
る
土

地
の
部
分
を
薄
い
赤
色
で
着
色
す
る
こ
と
。

三
　
法
第
十
八
条
第
二
項
第
二
号
の
事
業
計
画
を
表
示

す
る
図
面
は
、
縮
尺
百
分
の
一
か
ら
三
千
分
の
一
程

度
ま
で
の
も
の
で
、
施
設
の
位
置
を
明
ら
か
に
図
示

す
る
も
の
と
し
、
施
設
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
に

足
り
る
平
面
図
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

四
　
法
第
十
八
条
第
二
項
第
四
号
の
起
業
地
内
に
法
第

四
条
に
規
定
す
る
土
地
が
あ
る
場
合
の
土
地
に
関
す

る
調
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
六
と
し
、
そ
の
土

地
を
表
示
す
る
図
面
は
、
縮
尺
百
分
の
一
か
ら
三
千

分
の
一
程
度
ま
で
の
も
の
と
す
る
。

五
　
法
第
十
八
条
第
二
項
第
四
号
の
土
地
の
管
理
者
又

は
同
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
の
行
政
機
関
の
意

見
は
、
書
面
に
よ
る
も
の
と
し
、
書
面
に
よ
る
意
見

が
得
ら
れ
な
い
と
き
、
又
は
意
見
が
な
い
と
き
は
、

そ
の
事
実
及
び
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
す

る
。

六
　
法
第
十
八
条
第
二
項
第
七
号
の
法
第
十
五
条
の
十

四
の
規
定
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
の
実
施
状
況
を
記

載
し
た
書
面
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
六
の
二
と

し
、
第
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
公

告
し
た
新
聞
紙
の
当
該
部
分
の
写
し
を
添
付
す
る
も

の
と
す
る
。

（
公
聴
会
の
開
催
請
求
の
手
続
）

第
四
条
　
法
第
二
十
三
条
第
一
項
（
法
第
百
三
十
八
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

よ
る
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
公
聴
会
の
開
催
を

請
求
す
る
旨
及
び
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面

を
事
業
の
認
定
に
関
す
る
処
分
を
行
う
国
土
交
通
大
臣

又
は
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
請
求
者
の
氏
名
及
び
住
所

二
　
起
業
者
の
名
称
及
び
事
業
の
種
類

（
公
聴
会
の
開
催
の
手
続
）

第
五
条
　
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
公
聴

会
を
開
催
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
起

業
者
に
対
し
、
当
該
公
聴
会
の
期
日
を
通
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
　
起
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
場

合
に
お
い
て
、
当
該
通
知
に
係
る
公
聴
会
に
出
席
し
て

意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
、
当
該

通
知
を
受
け
た
日
か
ら
一
週
間
以
内
に
当
該
通
知
を
し

た
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
　
法
第
二
十
三
条
第
二
項
（
法
第
百
三
十
八
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

よ
る
公
告
は
、
起
業
地
の
存
す
る
地
方
の
新
聞
紙
に
、

遅
く
と
も
、
公
聴
会
の
期
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
前

十
一
日
に
当
た
る
日
が
終
わ
る
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２
　
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
公

告
に
併
せ
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
公
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
つ
た
起
業

者
の
名
称

二
　
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
の
期
限

三
　
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
と
し
て
、
次

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
一
件
ご
と
に
割
り
振

る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
時
間

四
　
前
三
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
国
土
交
通
大
臣

又
は
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

３
　
前
項
第
二
号
の
期
限
は
、
第
一
項
の
公
告
の
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
八
日
以
後
の
日
を
定
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
七
条
　
公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る

者
（
起
業
者
を
除
く
。
）
は
、
前
条
第
二
項
第
二
号
の

期
限
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
に

1



よ
り
、
事
業
の
認
定
に
関
す
る
処
分
を
行
う
国
土
交
通

大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
氏
名
及
び
住
所

二
　
電
話
番
号
又
は
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
複
数
の

者
が
共
同
し
て
申
し
出
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の

代
表
者
（
一
人
に
限
る
。
）
の
氏
名
及
び
電
話
番
号

又
は
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

三
　
述
べ
よ
う
と
す
る
意
見
の
要
旨

四
　
自
ら
の
意
見
の
陳
述
に
併
せ
て
前
条
第
二
項
第
一

号
に
規
定
す
る
起
業
者
に
対
し
質
問
を
す
る
こ
と
を

希
望
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
質
問
の
相
手
方

と
な
る
起
業
者
の
名
称
及
び
質
問
の
要
旨

２
　
前
項
第
四
号
の
要
旨
は
、
そ
の
質
問
の
趣
旨
及
び
内

容
が
そ
の
記
述
か
ら
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
記
載
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
複
数
の
者
が
共
同
し
て
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出

を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
次
条
第
一
項
及
び
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
第
一
項
第
二
号
の
代
表
者
に

対
し
て
す
れ
ば
足
り
る
。

第
八
条
　
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
第
五

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
た
起
業
者
及
び
前

条
第
一
項
の
書
面
（
同
項
各
号
に
規
定
す
る
事
項
の
い

ず
れ
か
の
記
載
が
な
い
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
か

ら
第
十
一
条
ま
で
に
お
い
て
「
申
出
書
」
と
い
う
。
）

を
提
出
し
た
者
（
次
項
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
後

段
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事

が
定
め
た
者
。
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
及
び
予
定
の
開
始
時
刻
を
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
者
が
多
数
あ
る
こ
と
に

よ
り
、
公
聴
会
の
期
日
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
者
の
す

べ
て
に
意
見
を
述
べ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め

る
と
き
は
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
制
限

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交

通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
多
様
な
趣
旨
の
意
見

を
聴
取
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
公
聴
会
に
お
い
て
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。

３
　
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規

定
に
よ
る
制
限
に
よ
つ
て
公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
者
に
対
し
て
、
そ

の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
　
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
が
提
出
し
た

申
出
書
に
第
七
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
事
項
を

記
載
し
た
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
記
載
に
係
る
起

業
者
に
対
し
、
日
時
を
指
定
し
て
、
自
ら
出
席
し
、
又

は
そ
の
命
じ
た
職
員
若
し
く
は
代
理
人
が
出
席
し
、
第

十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
答
弁
を
す
べ
き
旨
を
書
面

に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
当
該
通
知
書
に
は
、
当
該
申
出
書
の
写
し
を
添

付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
条
　
公
聴
会
は
、
事
業
の
認
定
に
関
す
る
処
分
を
行

う
国
土
交
通
大
臣
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
又
は
そ
の

指
名
す
る
職
員
が
議
長
と
し
て
こ
れ
を
主
宰
す
る
。

２
　
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規

定
に
よ
り
そ
の
職
員
を
議
長
と
し
て
指
名
し
た
と
き

は
、
第
五
条
か
ら
前
条
ま
で
及
び
第
十
一
条
の
三
第
一

項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
の

権
限
を
議
長
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
議
長
は
、
そ
の

氏
名
を
記
載
し
、
か
つ
、
そ
の
者
の
写
真
を
貼
付
し
た

証
明
書
を
、
当
該
公
聴
会
の
期
間
中
、
携
帯
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

４
　
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
公
聴
会
の

円
滑
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
場
合

に
は
、
そ
の
指
名
す
る
職
員
（
以
下
こ
の
条
、
第
十
一

条
の
三
及
び
第
十
一
条
の
四
に
お
い
て
「
議
長
補
助

者
」
と
い
う
。
）
に
第
十
一
条
の
三
第
二
項
及
び
第
五

項
に
規
定
す
る
権
限
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
議
長
補
助
者
は
、
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
場
合
に
お

い
て
は
、
そ
の
氏
名
を
記
載
し
、
か
つ
、
そ
の
者
の
写

真
を
貼
付
し
た
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
か
ら
請
求

が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

６
　
議
長
又
は
議
長
補
助
者
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
の
委
託

を
受
け
た
者
に
そ
の
職
務
の
遂
行
を
補
助
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
十
一
条
　
公
聴
会
に
お
け
る
発
言
は
、
議
長
の
許
可
を

得
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
公
述
人
（
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受

け
た
起
業
者
又
は
そ
の
命
じ
た
職
員
若
し
く
は
代
理
人

及
び
申
出
書
を
提
出
し
た
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

は
、
公
聴
会
に
出
席
し
、
議
長
が
指
示
す
る
時
刻
か
ら

公
述
時
間
（
同
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
示
さ
れ
た
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
を
い
い
、
第
四
項
の

場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
時
間
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
内
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
意
見
は
、
案

件
の
範
囲
及
び
申
出
書
に
記
載
し
た
第
七
条
第
一
項
第

三
号
の
要
旨
の
範
囲
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

３
　
公
述
人
の
う
ち
、
そ
の
申
出
書
に
第
七
条
第
一
項
第

四
号
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
も
の
は
、
そ
の
公

述
時
間
内
に
お
い
て
質
問
し
、
そ
の
答
弁
を
聴
く
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
質
問
は
、
案

件
の
範
囲
及
び
当
該
申
出
書
に
記
載
し
た
同
号
の
要
旨

の
範
囲
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

４
　
議
長
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
公
述
人

が
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
示
さ
れ
た
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
予
定
の
開
始
時
刻
又
は
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
議
長
が
指
示
す
る
こ
と
と
な
る
べ

き
時
刻
の
い
ず
れ
か
遅
い
時
刻
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
予
定
開
始
時
刻
」
と
い
う
。
）
に
遅
れ
て
公
聴
会

に
出
席
し
た
と
き
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通

知
に
示
さ
れ
た
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
か

ら
実
質
遅
刻
時
間
（
予
定
開
始
時
刻
か
ら
当
該
公
述
人

が
公
聴
会
に
出
席
し
た
時
刻
ま
で
の
時
間
を
い
う
。
次

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
控
除
し
た
時
間
を
当
該
公
述

人
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

５
　
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
実
質
遅
刻
時
間

が
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
示
さ
れ
た
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
を
超
え
た
と
き
は
、

当
該
公
述
人
は
、
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

意
見
の
陳
述
及
び
質
問
（
以
下
「
意
見
の
陳
述
等
」
と

い
う
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

６
　
議
長
は
、
第
二
項
及
び
第
三
項
の
場
合
に
お
い
て
、

公
述
人
等
（
公
述
人
及
び
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
出
席

し
た
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
し
て
質
疑
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条
の
二
　
議
長
は
、
公
述
人
等
が
、
前
条
第
二
項

及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
範
囲
を
超
え
、
若
し
く
は
そ

の
公
述
時
間
以
外
の
時
間
に
発
言
し
た
場
合
（
同
条
第

一
項
の
許
可
を
得
て
、
及
び
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ

る
質
疑
に
対
す
る
応
答
と
し
て
発
言
す
る
場
合
を
除

く
。
）
又
は
不
穏
当
な
言
動
を
し
た
場
合
は
、
そ
の
発

言
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
議
長
は
、
公
聴
会
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
著
し
く
不
穏
当
な
言
動
を

し
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
に
従
わ
ず
、
又
は
国
土

交
通
大
臣
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
が
公
聴
会
の
秩
序

を
維
持
す
る
見
地
か
ら
定
め
た
公
述
人
等
が
遵
守
す
べ

き
事
項
に
違
反
し
た
公
述
人
等
を
公
聴
会
の
会
場
か
ら

退
場
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
に
規

定
す
る
公
述
人
等
が
遵
守
す
べ
き
事
項
を
定
め
た
場
合

に
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
国
土
交
通
省
又
は
当
該
都
道
府
県
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
し
て
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
。

二
　
公
聴
会
の
期
日
に
お
い
て
、
そ
の
会
場
に
掲
示

し
、
又
は
公
述
人
等
に
配
付
す
る
こ
と
。

第
十
一
条
の
三
　
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事

は
、
公
聴
会
に
お
け
る
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
傍
聴
に
つ
き
次
に
掲
げ
る

処
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
傍
聴
席
に
相
応
す
る
数
の
傍
聴
券
を
発
行
し
、
そ

の
所
持
者
に
限
り
傍
聴
を
許
す
こ
と
。

二
　
傍
聴
人
の
被
服
又
は
所
持
品
を
検
査
さ
せ
、
危
険

物
そ
の
他
公
聴
会
の
会
場
に
お
い
て
所
持
す
る
の
を

相
当
で
な
い
と
思
料
す
る
物
の
持
込
み
を
禁
じ
さ
せ

る
こ
と
。

三
　
前
号
に
規
定
す
る
処
置
に
従
わ
な
い
者
及
び
公
聴

会
に
お
い
て
議
長
の
職
務
の
執
行
を
妨
げ
又
は
不
当

の
行
状
を
す
る
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
顕
著
な
事
情

が
認
め
ら
れ
る
者
の
公
聴
会
の
会
場
へ
の
入
場
を
禁

ず
る
こ
と
。

２
　
傍
聴
人
は
、
公
聴
会
の
会
場
へ
の
入
場
又
は
退
場
に

際
し
、
議
長
又
は
議
長
補
助
者
の
指
示
に
従
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３
　
傍
聴
人
は
、
公
聴
会
の
会
場
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
静
粛
を
旨
と
し
、

け
ん喧

騒
に
わ
た
る
行
為
を
し
な
い

こ
と
。

二
　
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
公
聴
会
の

秩
序
を
維
持
す
る
見
地
か
ら
定
め
た
傍
聴
人
が
遵
守

す
べ
き
事
項
に
従
う
こ
と
。

４
　
前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道

府
県
知
事
が
前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
傍
聴
人
が
遵
守

す
べ
き
事
項
を
定
め
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
公
述
人

等
」
と
あ
る
の
は
、
「
公
述
人
等
及
び
傍
聴
人
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５
　
議
長
又
は
議
長
補
助
者
は
、
第
三
項
の
規
定
に
違
反

し
た
傍
聴
人
に
対
し
て
、
そ
の
行
為
の
中
止
を
命
じ
、

又
は
公
聴
会
の
会
場
か
ら
退
場
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。

６
　
公
述
人
等
に
つ
い
て
は
、
公
述
人
に
あ
つ
て
は
そ
の

公
述
時
間
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
出
席
し
た
者
に
あ

つ
て
は
そ
の
答
弁
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な

る
公
述
人
の
公
述
時
間
を
除
き
、
傍
聴
人
と
み
な
し
て

第
一
項
（
第
一
号
を
除
く
。
）
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び

前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
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第
十
一
条
の
四
　
議
長
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
公
聴
会
を
打
ち
切
る
こ

と
が
で
き
る
。

一
　
議
長
、
議
長
補
助
者
、
第
十
条
第
六
項
の
規
定
に

よ
る
委
託
を
受
け
た
者
、
公
述
人
等
若
し
く
は
傍
聴

人
の
身
体
に
危
害
が
加
え
ら
れ
、
又
は
そ
の
著
し
い

お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

二
　
公
聴
会
を
開
催
す
る
施
設
若
し
く
は
そ
の
設
備
が

破
壊
さ
れ
、
損
傷
さ
れ
、
若
し
く
は
そ
の
使
用
を
困

難
に
す
る
行
為
が
さ
れ
、
又
は
そ
の
著
し
い
お
そ
れ

が
あ
る
と
き
。

三
　
第
十
一
条
の
二
第
二
項
又
は
前
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
る
退
場
命
令
に
従
わ
な
い
者
が
多
数
い
る
こ
と

に
よ
り
公
聴
会
の
運
営
が
困
難
と
な
つ
た
と
き
。

２
　
議
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
公
聴
会
を
打
ち
切
つ

た
と
き
は
、
公
聴
会
が
予
定
さ
れ
て
い
た
期
間
中
、
次

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
公
聴
会
の
会
場
又
は
そ
の

付
近
の
適
当
な
場
所
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
国
土
交

通
大
臣
の
開
催
す
る
公
聴
会
に
あ
つ
て
は
国
土
交
通
省

の
、
都
道
府
県
知
事
の
開
催
す
る
公
聴
会
に
あ
つ
て
は

当
該
都
道
府
県
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
公
衆
の

閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
公
聴
会
を
打
ち
切
つ
た
旨

二
　
次
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
書
面
に
よ
り
意
見
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨

３
　
公
述
人
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
聴
会
が
打
ち

切
ら
れ
た
と
き
は
、
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
打
切
り
の
後
に
お
い
て
意

見
の
陳
述
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
意
見
の
陳
述
等
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
つ
た

公
述
人
は
、
当
該
打
切
り
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

七
日
以
内
に
、
議
長
に
対
し
、
意
見
の
陳
述
に
代
え

て
、
そ
の
意
見
を
書
面
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
十
二
条
　
公
聴
会
に
つ
い
て
は
、
記
録
を
作
成
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
、
議
長
が
署
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
案
件
の
内
容

二
　
公
聴
会
の
期
日
及
び
場
所

三
　
出
席
し
た
公
述
人
等
の
氏
名
及
び
住
所

四
　
公
述
人
等
の
意
見
又
は
答
弁
の
要
旨

五
　
そ
の
他
公
聴
会
の
経
過
に
関
す
る
事
項

３
　
前
項
第
四
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
公
聴
会

の
速
記
録
を
添
付
す
る
こ
と
を
も
つ
て
同
号
に
規
定
す

る
事
項
の
記
載
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
補
償
等
に
つ
い
て
の
周
知
措
置
）

第
十
三
条
　
法
第
二
十
八
条
の
二
（
法
第
百
三
十
八
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

の
土
地
所
有
者
及
び
関
係
人
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
必

要
な
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
土
地
所
有
者
及
び
関
係
人
が
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
補
償
及
び
次
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
以
下
「
補

償
等
」
と
い
う
。
）
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
を
、

起
業
地
又
は
そ
の
周
辺
の
適
当
な
場
所
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
者
に
配
布
す
る
こ
と
。

二
　
前
号
の
書
面
を
配
布
す
る
場
所
及
び
補
償
等
の
内

容
に
つ
い
て
、
起
業
地
又
は
そ
の
周
辺
の
適
当
な
場

所
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
次
に
掲
げ
る
方
法
の
う

ち
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
こ

と
。

イ
　
起
業
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載

ロ
　
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
の
協
力
を
得
て
行
う

当
該
地
方
公
共
団
体
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載

２
　
前
項
第
二
号
に
よ
る
措
置
は
、
法
第
二
十
六
条
の
二

第
二
項
（
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
縦
覧
の
終
了
の
日
ま
で
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
周
知
措
置
を
講
ず
べ
き
事
項
）

第
十
三
条
の
二
　
法
第
二
十
八
条
の
二
の
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
三
十
九
条
第
二
項
（
法
第
百
三
十
八
条
第
一

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

の
規
定
に
よ
る
請
求
（
以
下
「
裁
決
申
請
の
請
求
」

と
い
う
。
）
に
関
す
る
事
項

二
　
法
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
（
法
第
百
三
十
八
条

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
請
求
（
以
下
「
補
償
金
の
支

払
請
求
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
事
項

三
　
明
渡
裁
決
の
申
立
て
に
関
す
る
事
項

（
事
業
の
廃
止
又
は
変
更
に
つ
い
て
の
周
知
措
置
）

第
十
三
条
の
三
　
法
第
三
十
条
第
一
項
（
法
第
百
三
十
八

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
必

要
な
措
置
は
、
当
該
収
用
し
、
又
は
使
用
す
る
必
要
が

な
く
な
つ
た
土
地
等
の
土
地
所
有
者
及
び
関
係
人
へ
の

通
知
並
び
に
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
行

う
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
土
地
等
又
は
そ
の
周
辺
の
適
当
な
場
所
に
掲

示
す
る
と
と
も
に
、
次
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
適
切

な
方
法
に
よ
り
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
。

イ
　
起
業
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載

ロ
　
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
の
協
力
を
得
て
行
う

当
該
地
方
公
共
団
体
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載

二
　
当
該
土
地
等
が
所
在
す
る
地
方
の
新
聞
紙
に
公
告

す
る
こ
と
。

（
手
続
の
保
留
の
申
立
書
等
の
様
式
）

第
十
三
条
の
四
　
法
第
三
十
二
条
第
一
項
（
法
第
百
三
十

八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
よ
る
手
続
の
保
留
の
申
立
書
の
様
式
は
、
別
記

様
式
第
七
と
す
る
。

２
　
収
用
又
は
使
用
の
手
続
を
保
留
す
る
起
業
地
の
範
囲

は
、
法
第
十
八
条
第
二
項
第
二
号
の
起
業
地
を
表
示
す

る
図
面
に
、
黒
色
の
斜
線
を
も
つ
て
表
示
す
る
も
の
と

す
る
。

（
手
続
開
始
の
申
立
書
等
の
様
式
）

第
十
三
条
の
五
　
法
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
（
法
第
百

三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

以
下
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
手
続
開
始
の
申
立
書
の

様
式
は
、
別
記
様
式
第
七
の
二
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
添
附
図
面

は
、
第
三
条
第
二
号
（
イ
を
除
く
。
）
の
例
に
よ
つ
て

作
成
し
、
正
本
一
部
及
び
収
用
又
は
使
用
の
手
続
を
開

始
し
よ
う
と
す
る
土
地
が
所
在
す
る
市
町
村
の
数
に
一

を
加
え
た
部
数
の
写
し
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
土
地
調
書
作
成
の
特
例
手
続
等
の
申
出
）

第
十
三
条
の
六
　
法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の

規
定
に
よ
り
土
地
調
書
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

お
け
る
同
条
第
二
項
の
申
出
書
は
、
別
記
様
式
第
七
の

三
に
よ
る
土
地
調
書
作
成
の
特
例
手
続
の
申
出
書
と
す

る
。

２
　
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
権
利
調

書
又
は
土
石
砂
れ
き
調
書
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
お
け
る
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
三
十
六
条
の
二
第
二
項
の
申
出
書
は
、
別
記
様

式
第
七
の
三
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
物
件
調
書
作
成
の
特
例
手
続
等
の
申
出
）

第
十
三
条
の
七
　
法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の

規
定
に
よ
り
物
件
調
書
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

お
け
る
同
条
第
二
項
の
申
出
書
は
、
別
記
様
式
第
七
の

四
に
よ
る
物
件
調
書
作
成
の
特
例
手
続
の
申
出
書
と
す

る
。

２
　
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
に

よ
り
立
木
、
建
物
そ
の
他
土
地
に
定
着
す
る
物
件
調
書

又
は
物
件
調
書
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る

法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三

十
六
条
の
二
第
二
項
の
申
出
書
は
、
別
記
様
式
第
七
の

四
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
土
地
調
書
等
に
対
す
る
異
議
の
申
出
）

第
十
三
条
の
八
　
法
第
三
十
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
公
告
に
係
る
土
地
調
書
に
つ
い
て
の
同
条
第
六
項

の
異
議
申
出
書
は
、
別
記
様
式
第
七
の
五
に
よ
る
土
地

調
書
に
対
す
る
異
議
申
出
書
と
す
る
。

２
　
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
係
る
権

利
調
書
又
は
土
石
砂
れ
き
調
書
に
つ
い
て
の
法
第
百
三

十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
六
条
の

二
第
六
項
の
異
議
申
出
書
は
、
別
記
様
式
第
七
の
五
の

例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
物
件
調
書
等
に
対
す
る
異
議
の
申
出
）

第
十
三
条
の
九
　
法
第
三
十
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
公
告
に
係
る
物
件
調
書
に
つ
い
て
の
同
条
第
六
項

の
異
議
申
出
書
は
、
別
記
様
式
第
七
の
六
に
よ
る
物
件

調
書
に
対
す
る
異
議
申
出
書
と
す
る
。

２
　
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
係
る
立

木
、
建
物
そ
の
他
土
地
に
定
着
す
る
物
件
調
書
又
は
物

件
調
書
に
つ
い
て
の
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
三
十
六
条
の
二
第
六
項
の
異
議
申
出

書
は
、
別
記
様
式
第
七
の
六
の
例
に
よ
る
も
の
と
す

る
。

（
土
地
調
書
等
の
様
式
）

第
十
四
条
　
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
土
地

調
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
八
と
す
る
。

２
　
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
七
条
第
一
項
の
権
利
調
書
又
は
土
石
砂
れ
き
調
書

の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
八
の
例
に
よ
る
。

（
物
件
調
書
等
の
様
式
）

第
十
五
条
　
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
物
件

調
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
九
と
す
る
。

２
　
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
木
、

建
物
そ
の
他
土
地
に
定
着
す
る
物
件
調
書
又
は
物
件
調

書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
九
の
例
に
よ
る
。

（
裁
決
申
請
の
請
求
の
手
続
）

第
十
五
条
の
二
　
裁
決
申
請
の
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
別
記
様
式
第
九
の
二
に
よ
る
裁
決
申
請
請
求
書

に
、
当
該
裁
決
申
請
の
請
求
に
係
る
土
地
等
に
関
し
て

自
己
が
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
土
地
所
有

者
又
は
関
係
人
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
附
し

て
、
こ
れ
を
起
業
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
収
用
又
は
使
用
の
裁
決
申
請
書
の
様
式
）

第
十
六
条
　
法
第
四
十
条
第
一
項
（
法
第
百
三
十
八
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

よ
る
裁
決
申
請
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
と
し
、

正
本
一
部
及
び
申
請
に
係
る
起
業
地
の
存
す
る
市
町
村

の
数
に
一
を
加
え
た
部
数
の
写
を
提
出
す
る
も
の
と
す

る
。
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（
裁
決
申
請
書
の
添
附
書
類
の
様
式
）

第
十
七
条
　
法
第
四
十
条
第
一
項
各
号
（
法
第
百
三
十
八

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
に
掲
げ
る
添
附
書
類
は
、
左
に
規
定
す
る
と
こ

ろ
に
従
つ
て
作
成
し
、
正
本
一
部
及
び
前
条
の
規
定
に

よ
る
裁
決
申
請
書
と
同
じ
部
数
の
写
を
提
出
す
る
も
の

と
す
る
。

一
　
法
第
四
十
条
第
一
項
第
一
号
の
書
類
の
作
成
に
当

つ
て
は
、
第
三
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定

に
よ
る
。

二
　
同
項
第
二
号
ニ
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

イ
　
起
業
者
が
過
失
が
な
く
て
知
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
過
失
が
な
い
こ
と
を
証

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ロ
　
法
第
四
十
四
条
第
一
項
（
法
第
百
三
十
八
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
登
記
簿
に
現
わ
れ
た
土

地
所
有
者
及
び
関
係
人
の
氏
名
及
び
住
所
を
記
載

す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

三
　
同
項
第
二
号
ホ
に
つ
い
て
は
、
積
算
の
基
礎
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
と
し
、
法
第
八
十
二
条
、
法
第
八

十
三
条
及
び
法
第
八
十
六
条
（
法
第
百
三
十
八
条
第

一
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
補
償
に
つ
い
て
は
、
金
銭

に
換
算
し
た
額
を
あ
わ
せ
て
記
載
す
る
も
の
と
す

る
。

（
裁
決
申
請
書
の
添
附
書
類
の
補
充
の
方
法
等
）

第
十
七
条
の
二
　
法
第
四
十
四
条
第
二
項
（
法
第
百
三
十

八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下

同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
補
充
は
、
同
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
省
略
さ
れ
た
部
分
の
添
附
書
類
の
全
部
を
提

出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
な
う
も
の
と
す
る
。

２
　
起
業
者
は
、
法
第
四
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

補
充
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
収
用
委
員
会
に
対

し
、
そ
の
旨
を
、
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
裁
決
手
続
開
始
の
決
定
の
公
告
の
方
法
）

第
十
七
条
の
三
　
法
第
四
十
五
条
の
二
（
法
第
百
三
十
八

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
る
公
告
は
、
収
用
委
員
会
が
定
め
る
方
法
に
よ

つ
て
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
補
償
金
の
支
払
請
求
の
手
続
）

第
十
七
条
の
四
　
補
償
金
の
支
払
請
求
を
し
よ
う
と
す
る

者
は
、
別
記
様
式
第
十
の
二
に
よ
る
補
償
金
支
払
請
求

書
に
、
当
該
補
償
金
の
支
払
請
求
に
係
る
土
地
等
に
関

し
て
自
己
が
法
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

土
地
所
有
者
又
は
関
係
人
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

を
添
附
し
て
、
こ
れ
を
起
業
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
裁
決
申
請
の
請
求
と
あ
わ
せ
て
補

償
金
の
支
払
請
求
を
す
る
と
き
は
、
当
該
補
償
金
の
支

払
請
求
に
係
る
土
地
等
に
関
し
て
自
己
が
同
項
に
規
定

す
る
土
地
所
有
者
又
は
関
係
人
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る

書
面
は
添
附
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
見
積
り
に
よ
る
補
償
金
の
支
払
の
手
続
）

第
十
七
条
の
五
　
起
業
者
は
、
法
第
四
十
六
条
の
四
第
一

項
（
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
自
己
の
見
積
り
に
よ
る

補
償
金
を
支
払
お
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
書
面
を
支
払
の
相
手
方
に
交
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
支
払
に
係
る
土
地
の
所
在
、
地
番
及
び
地
目
等

二
　
支
払
に
係
る
権
利
の
種
類
及
び
内
容

三
　
支
払
金
額
及
び
そ
の
積
算
の
基
礎

（
法
第
四
十
七
条
の
三
第
一
項
の
書
類
の
様
式
）

第
十
七
条
の
六
　
法
第
四
十
七
条
の
三
第
一
項
各
号
（
法

第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
以
下
同
じ
。
）
に
掲
げ
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
作
成
し
、
正
本
一
部
及
び
明

渡
裁
決
の
申
立
て
に
係
る
起
業
地
の
存
す
る
市
町
村
の

数
に
一
を
加
え
た
部
数
の
写
し
を
提
出
す
る
も
の
と
す

る
。

一
　
法
第
四
十
七
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ハ
に
つ
い
て

は
、
第
十
七
条
第
二
号
イ
の
規
定
に
よ
る
。
な
お
、

裁
決
申
請
書
の
添
附
書
類
に
記
載
し
た
も
の
と
異
な

る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

二
　
同
項
第
一
号
ニ
に
つ
い
て
は
、
積
算
の
基
礎
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
と
し
、
法
第
八
十
四
条
か
ら
第
八

十
六
条
ま
で
（
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て

こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
る
補
償
に
つ
い
て
は
、
金
銭
に
換
算
し
た
額

を
あ
わ
せ
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
明
渡
裁
決
の
申
立
て
の
手
続
）

第
十
七
条
の
七
　
明
渡
裁
決
の
申
立
て
を
し
よ
う
と
す
る

者
は
、
別
記
様
式
第
十
の
三
の
明
渡
裁
決
申
立
書
を
収

用
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
起
業
者
以
外
の
者
は
、
明
渡
裁
決
の
申
立
て
を
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
前
項
の
明
渡
裁
決
申
立
書
に
、
当

該
明
渡
裁
決
の
申
立
て
に
係
る
土
地
等
に
つ
い
て
自
己

が
土
地
所
有
者
又
は
関
係
人
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書

面
を
添
附
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
証
票
の
様
式
）

第
十
八
条
　
法
第
六
十
五
条
第
三
項
（
法
第
九
十
四
条
第

六
項
（
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
百
二
十
四
条
第
三
項
（
法
第
百

三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
四
条
第
六
項
又
は
法
第

百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
証
票
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第

十
一
と
す
る
。

（
担
保
の
取
得
及
び
取
り
も
ど
し
の
手
続
）

第
十
九
条
　
起
業
者
は
、
法
第
八
十
三
条
第
四
項
（
法
第

八
十
四
条
第
三
項
（
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
百
二
十
三
条
第
六

項
（
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
又
は
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
第
二
十
二
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
金
銭
又
は
有
価
証
券
を

供
託
し
た
と
き
は
、
供
託
物
受
入
の
記
載
あ
る
供
託
書

を
、
収
用
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
条
　
収
用
委
員
会
は
、
法
第
八
十
三
条
第
五
項
又

は
第
六
項
（
法
第
八
十
四
条
第
三
項
（
法
第
百
三
十
八

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第

百
二
十
三
条
第
六
項
（
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
法
第
百
三
十
八

条
第
一
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
以
下
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
二
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
し
た
と
き
は
、
確

認
証
書
を
土
地
所
有
者
、
関
係
人
又
は
起
業
者
に
交
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
確
認
証
書
に
は
、
左
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
、
収
用
委
員
会
の
会
長
が
署
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
　
担
保
を
取
得
す
る
土
地
所
有
者
若
し
く
は
関
係
人

又
は
担
保
を
取
り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
る
起
業
者
の

氏
名
及
び
住
所

二
　
起
業
者
が
、
工
事
を
完
了
す
べ
き
時
期
（
補
償
の

支
払
を
な
す
べ
き
時
期
）
ま
で
に
工
事
を
完
了
し
な

か
つ
た
事
実
（
補
償
の
支
払
を
し
な
か
つ
た
事
実
）

及
び
そ
の
程
度
若
し
く
は
工
事
を
完
了
し
た
事
実

（
補
償
の
支
払
を
し
た
事
実
）
又
は
補
償
の
義
務
を

免
か
れ
た
事
由

三
　
土
地
所
有
者
若
し
く
は
関
係
人
が
取
得
す
る
担
保

の
額
又
は
起
業
者
が
取
り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
る
担

保
の
額

四
　
前
条
の
規
定
に
よ
つ
て
提
出
さ
れ
た
供
託
書
の
供

託
番
号

第
二
十
一
条
　
法
第
八
十
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
つ

て
、
土
地
所
有
者
又
は
関
係
人
が
担
保
の
全
部
又
は
一

部
を
取
得
し
、
起
業
者
が
補
償
の
義
務
を
免
か
れ
る
こ

と
と
な
る
場
合
に
お
い
て
は
、
収
用
委
員
会
は
、
同
項

前
段
の
規
定
に
よ
る
確
認
と
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
る

確
認
を
同
時
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
二
条
　
法
第
八
十
三
条
第
五
項
前
段
の
規
定
に
よ

り
、
土
地
所
有
者
若
し
く
は
関
係
人
が
担
保
の
全
部
を

取
得
し
た
場
合
又
は
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
起
業

者
が
担
保
の
全
部
を
取
り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
る
場
合

に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
つ
て
供
託
さ
れ

た
金
銭
又
は
有
価
証
券
の
払
渡
を
請
求
す
る
に
は
、
供

託
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
法
務
省
令
第
二
号
）
の
手
続

に
よ
る
外
、
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
確
認
証
書
を
供

託
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
八
十
三
条
第
五
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
、
土
地

所
有
者
又
は
関
係
人
が
担
保
の
一
部
を
取
得
し
、
担
保

の
分
割
払
渡
を
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
収
用
委
員

会
は
、
供
託
規
則
第
三
十
条
第
一
項
に
定
め
る
書
式
の

支
払
委
託
書
を
供
託
所
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
法
第
八
十
三
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
つ
て
供
託
さ
れ
た
金
銭
又
は
有
価
証
券
の

払
渡
の
請
求
は
、
土
地
所
有
者
、
関
係
人
又
は
起
業
者

が
、
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
確
認
証
書
を
供
託
所
に

提
出
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

（
損
失
の
補
償
の
裁
決
申
請
書
の
様
式
）

第
二
十
三
条
　
法
第
九
十
四
条
第
三
項
（
法
第
百
二
十
四

条
第
二
項
（
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

裁
決
申
請
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
二
と
し
、
正

本
一
部
及
び
写
一
部
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
補
償
金
等
払
渡
通
知
書
の
様
式
）

第
二
十
三
条
の
二
　
土
地
収
用
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」

と
い
う
。
）
第
一
条
の
十
五
の
規
定
に
よ
る
補
償
金
等

払
渡
通
知
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
三
の
二
と
す

る
。

（
令
第
一
条
の
十
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
手

続
）

第
二
十
三
条
の
三
　
法
第
九
十
六
条
第
四
項
（
法
第
百
三

十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
た
起
業
者
は
、
法
第
百
三
十

三
条
第
二
項
（
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
訴
え
を
提
起

し
た
場
合
又
は
法
第
百
三
十
三
条
第
二
項
の
訴
訟
が
終

了
し
た
場
合
に
お
い
て
、
令
第
一
条
の
十
八
第
三
項
の

規
定
に
よ
る
通
知
を
す
る
と
き
は
、
当
該
通
知
書
に
裁

判
所
の
そ
の
旨
を
証
す
る
書
面
を
添
附
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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（
補
償
金
等
の
払
渡
し
の
た
め
の
書
留
郵
便
に
付
す
べ

き
支
払
手
段
）

第
二
十
三
条
の
四
　
法
第
百
条
の
二
第
一
項
（
法
第
百
三

十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以

下
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

支
払
手
段
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
小
切
手
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
五

十
九
条
に
規
定
す
る
銀
行
が
同
法
第
五
十
三
条
第
一

項
の
支
払
保
証
を
し
た
小
切
手

二
　
会
計
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第

十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
振
り
出
さ
れ
る
小
切
手

三
　
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七

号
）
第
二
百
三
十
二
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
振
り
出
さ
れ
る
小
切
手

（
協
議
の
確
認
申
請
書
の
様
式
）

第
二
十
四
条
　
法
第
百
十
六
条
第
二
項
（
法
第
百
三
十
八

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
る
確
認
申
請
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
三

と
し
、
正
本
一
部
及
び
申
請
に
係
る
起
業
地
の
存
す
る

市
町
村
の
数
に
一
を
加
え
た
部
数
の
写
を
提
出
す
る
も

の
と
す
る
。

第
二
十
五
条
　
同
一
の
起
業
者
が
行
う
同
一
の
事
業
に
関

し
て
、
法
第
二
条
若
し
く
は
法
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま

で
の
規
定
の
う
ち
い
ず
れ
か
二
以
上
の
規
定
に
よ
る
収

用
若
し
く
は
使
用
の
た
め
に
、
事
業
の
認
定
の
申
請
、

収
用
若
し
く
は
使
用
の
手
続
の
保
留
の
申
立
て
、
収
用

若
し
く
は
使
用
の
手
続
の
開
始
の
申
立
て
、
収
用
若
し

く
は
使
用
の
裁
決
の
申
請
、
裁
決
申
請
の
請
求
、
補
償

金
の
支
払
請
求
、
明
渡
裁
決
の
申
立
て
若
し
く
は
協
議

の
確
認
の
申
請
を
す
る
場
合
又
は
法
第
九
十
四
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
つ
て
損
失
の
補
償
の
裁
決
の
申
請
を
す

る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
の
申
請
書
、
申
立
書
又
は
請

求
書
に
よ
つ
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
権
限
の
委
任
）

第
二
十
六
条
　
法
、
令
及
び
こ
の
省
令
に
規
定
す
る
国
土

交
通
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の

も
の
は
、
地
方
整
備
局
長
及
び
北
海
道
開
発
局
長
に
委

任
す
る
。

一
　
国
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備

支
援
機
構
、
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
、
独
立
行

政
法
人
国
立
病
院
機
構
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生

機
構
、
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
、
東
日
本
高
速
道

路
株
式
会
社
、
首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
、
中
日
本

高
速
道
路
株
式
会
社
、
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会

社
、
阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
、
本
州
四
国
連
絡
高

速
道
路
株
式
会
社
又
は
日
本
郵
便
株
式
会
社
が
起
業

者
で
あ
る
事
業
及
び
起
業
地
が
二
以
上
の
地
方
整
備

局
の
管
轄
区
域
に
わ
た
る
事
業
に
関
す
る
権
限

二
　
前
号
に
規
定
す
る
事
業
以
外
の
事
業
に
関
す
る
次

に
掲
げ
る
権
限

イ
　
法
第
百
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
書
留
郵

便
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
。

ロ
　
法
第
百
条
の
二
第
一
項
及
び
令
第
四
条
第
一
項

第
二
号
の
規
定
に
よ
り
書
留
郵
便
に
準
ず
る
も
の

を
定
め
る
こ
と
。

ハ
　
法
第
百
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
に

対
し
て
裁
決
を
す
る
こ
と
。

ニ
　
法
第
百
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
害

等
調
整
委
員
会
の
意
見
を
聞
く
こ
と
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
八
月
一
二
日
建
設
省
令

第
一
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
五
年
七
月
一
日
建
設
省
令
第

一
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前

の
測
量
法
施
行
規
則
に
基
づ
き
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る

測
量
標
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
測
量
法
施
行

規
則
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
七
年
九
月
二
九
日
建
設
省
令

第
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
三
九
年
三
月
二
八
日
建
設
省
令

第
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
四
〇
年
六
月
二
五
日
建
設
省
令

第
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
一
一
月
三
〇
日
建
設
省

令
第
三
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
土
地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
七
十
四
号
）
の
施
行
の
日

（
昭
和
四
十
三
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
土
地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
施
行
法
（
昭

和
四
十
二
年
法
律
第
七
十
五
号
。
以
下
「
施
行
法
」
と

い
う
。
）
第
五
条
（
同
法
第
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
場
合
に
お
け
る
法
第
三
十
四
条
の

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
書
の
様
式
に
つ
い
て

は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
土
地
収
用
法
施
行
規

則
（
以
下
「
改
正
後
の
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
別
記

様
式
第
七
の
二
中
「
／
三
　
起
業
地
／
　
イ
　
収
用
の

部
分
／
　
ロ
　
使
用
の
部
分
／
四
　
土
地
収
用
法
第
二

十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所
／
」
と

あ
る
の
は
「
／
三
　
起
業
地
／
四
　
土
地
収
用
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
施
行
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
収

用
又
は
使
用
の
手
続
が
保
留
さ
れ
た
旨
／
」
と
す
る
。

３
　
施
行
法
第
七
条
第
一
項
（
同
法
第
九
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
場
合
に
お
け

る
法
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
書

の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
施
行
規
則
別
記
様
式

第
七
の
二
中
「
／
三
　
起
業
地
／
　
イ
　
収
用
の
部
分

／
　
ロ
　
使
用
の
部
分
／
四
　
土
地
収
用
法
第
二
十
六

条
の
二
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所
／
五
　
収
用

又
は
使
用
の
手
続
が
保
留
さ
れ
て
い
る
起
業
地
／
」
と

あ
る
の
は
「
／
三
　
起
業
地
／
四
　
土
地
収
用
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
施
行
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
収

用
又
は
使
用
の
手
続
が
保
留
さ
れ
た
旨
／
五
　
手
続
を

開
始
す
る
土
地
の
所
在
す
る
都
道
府
県
の
区
域
内
の
起

業
地
／
　
イ
　
収
用
の
部
分
／
　
ロ
　
使
用
の
部
分

／
」
と
す
る
。

４
　
施
行
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
起
業
地
を
表
示

す
る
図
面
は
、
改
正
後
の
施
行
規
則
第
三
条
第
二
号
及

び
第
十
三
条
の
四
第
二
項
の
例
に
よ
つ
て
作
成
し
、
正

本
一
部
及
び
当
該
起
業
地
の
存
す
る
市
町
村
の
数
に
一

を
加
え
た
部
数
の
写
し
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
一
月
二
〇
日
建
設
省

令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
七
月
九
日
国
土
交
通
省

令
第
八
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
土
地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
三
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
十
四
年
七
月
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
二
八
日
国
土
交
通

省
令
第
三
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
〇
月
一
日
国
土
交
通

省
令
第
一
〇
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
二
日
国
土
交
通

省
令
第
一
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
六
月
一
八
日
国
土
交
通

省
令
第
七
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
二
月
一
〇
日
国
土
交
通

省
令
第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
三
月
七
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
七
日
国
土
交
通
省

令
第
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
二
九
日
国
土
交
通

省
令
第
二
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
六
月
一
日
国
土
交
通
省

令
第
六
六
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
十
月

一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
四
月
三
日
国
土
交
通
省

令
第
五
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
八
月
三
日
国
土
交
通
省

令
第
七
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
土
地
収
用
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

２
　
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
整
備
法
」
と
い
う
。
）
附

則
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有

す
る
も
の
と
さ
れ
る
定
額
小
為
替
に
係
る
旧
郵
便
為
替

法
（
整
備
法
附
則
第
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
旧
郵
便

為
替
法
を
い
う
。
）
第
十
条
に
規
定
す
る
定
額
小
為
替

証
書
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
土
地
収
用

法
施
行
規
則
第
二
十
三
条
の
四
に
規
定
す
る
支
払
手
段

と
み
な
す
。

5



附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
一
〇
月
一
日
国
土
交
通

省
令
第
八
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
十
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
三
日
国
土
交
通

省
令
第
九
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を

取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
九
月
二
九
日
国
土
交
通
省

令
第
八
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
一
月
三
一
日
国
土
交
通
省

令
第
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
条

中
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の

促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
第

二
項
の
改
正
規
定
及
び
第
十
一
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で

の
規
定
は
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
二
九
日
国
土
交
通
省

令
第
二
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

別
記
様
式
第
一
（
第
一
条
関
係
）

別記様式第一（第一条関係）（平一四国交令八五・全改） 第号 身分証明書 住所 写真 氏名 表 第十一条第三項 右は、土地収用法の規定により起業者 第三十五条第一項 命令 のに基づいて土地に立ち入ることができる者であるこ 委任 とを証する。 年月日 起業者の氏名又は名称 土地収用法抜すい 第十一条 3前項の規定によつて都道府県知事の許可を受けた起業 者又は第一項但書の規定によつて都道府県知事に通知を した起業者は、土地に、自ら立ち入り、又は起業者が命 じた者若しくは委任した者を立ち入らせることができ る。 第十五条第十一条第三項の規定によつて他人の占有する 土地に立ち入ろうとする者は、その身分を示す証票及び 都道府県知事の許可証（起業者が国又は地方公共団体で ある場合を除くを携帯しなければならない。 裏 3前二項に規定する証票又は許可証は、土地又は障害物 の所有者、占有者その他の利害関係人の請求があつたと きは、示さなければならない。 第三十五条第二十六条第一項の規定による事業の認定の 告示があつた後は、起業者又はその命を受けた者若しく は委任を受けた者は、事業の準備のため又は次条第一項 の土地調書及び物件調書の作成のために、その土地又は その土地にある工作物に立ち入つて、これを測量し、又 はその土地及びその土地若しくは工作物にある物件を調 査することができる。 備考 一起業者においてその職員に対して通常発行している身分証明書がある場合は、当該身分証明書をもつて本様式の証票に代えることができること。 二不要の部分は消すこと。  

様
式
第
二
（
第
一
条
関
係
）

様式第二（第一条関係）（平一四国交令八五・全改） 第号 身分証明書 住所 写真 氏名 表 命令 右は、起業者のに基づいて土地に立ち入り、測量又 委任 は調査を行う者であることを証する。 年月日 起業者の氏名又は名称 土地収用法抜すい 第十四条起業者又はその命を受けた者若しくは委任を受 けた者は、第三条各号の一に掲げる事業の準備のために 他人の占有する土地に立ち入つて測量又は調査を行うに 当り、やむを得ない必要があつて、障害となる植物若し くはかき、さく等（以下「障害物」というを伐除しよ うとする場合又は当該土地に試掘若しくは試すい若しく はこれに伴う障害物の伐除（以下「試掘等」というを 行おうとする場合において、当該障害物又は当該土地の 所有者及び占有者の同意を得ることができないときは、 当該障害物の所在地を管轄する市町村長の許可を受けて 当該障害物を伐除し、又は当該土地の所在地を管轄する 都道府県知事の許可を受けて当該土地に試掘等を行うこ とができる。この場合において、市町村長が許可を与え ようとするときは障害物の所有者及び占有者に、都道府 県知事が許可を与えようとするときは土地の所有者及び 占有者に、あらかじめ、意見を述べる機会を与えなけれ ばならない。 3障害物が山林、原野その他これらに類する土地にあつ 裏 て、あらかじめ所有者及び占有者の同意を得ることが困 難であり、且つ、障害物の現状を著しく損傷しない場合 においては、起業者又はその命を受けた者若しくは委任 を受けた者は、前二項の規定にかかわらず、当該障害物 の所在地を管轄する市町村長の許可を受けて、直ちに、 障害物を伐除することができる。この場合においては、 障害物を伐除した後、遅滞なく、その旨を所有者及び占 有者に通知しなければならない。 4前項の規定は、第一項の規定による土地の試掘又は試 すいに伴う障害物の伐除をする場合には適用しない。 第十五条 2前条の規定によつて障害物を伐除しようとする者又は 土地に試掘等を行おうとする者は、その身分を示す証票 及び市町村長又は都道府県知事の許可証を携帯しなけれ ばならない。 3前二項に規定する証票又は許可証は、土地又は障害物 の所有者、占有者その他の利害関係人の請求があつたと きは、示さなければならない。 備考 一起業者においてその職員に対して通常発行している身分証明書がある場合は、当該身分証明書をもつて本様式の証票に代えることができること。 二不要の部分は消すこと。 

 

様
式
第
三
（
第
一
条
関
係
）

様式第三（第一条関係）（昭四二建令三四・平一七国交令一二・一部改正） 第号 土地立入許可証 住所 氏名又は名称 右の者は、左記により、土地収用法第十一条第三項の規定に基づいて土地に立ち入ることができる。 記 一事業の種類 二立入りの目的 三立ち入ることができる土地の区域 四立ち入ることができる期間自年月日 至年月日 年月日 都道府県知事 備考 一「立入りの目的」については、測量、地質調査等のようにその内容を簡単に記載すること。 二「立ち入ることができる土地の区域」については、登記簿の記録又は土地台帳の記載によること。ただし、登記簿に記録若しくは土地台帳に記載がないとき、又は広範囲にわたる場合等で登記簿若しくは土地台帳によることが適当でないときは、郡、市、区、町村、大字及び字の名称によること。  
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様
式
第
四

様式第四 第号 障害物伐除許可証 住所 氏名 右の者は、左記により、土地収用法第十四条第一項 第三項 の規定に基いて障害物を伐除することができる。 記 一事業の種類 二伐除の目的 三障害物の所在する地点 四障害物の種類及び数量 五障害物の所有者及び占有者の氏名 六伐除の方法及び範囲 七伐除の時期又は期間 年月日 市町村長 備考不要の部分を消すこと。  

様
式
第
四
の
二

様式第四の二（昭二八建令一五・追加） 第号 土地の試掘等許可証 住所 氏名又は名称 右の者は、左記により、土地収用法第十四条第一項の規定に基いて試掘等を行うことができる。 記 一事業の種類 二試掘等を行う目的 三試掘等を行う地点 四試掘等を行うに必要な土地の面積及び種類 五障害物の種類及び数量 六土地の所有者及び占有者の氏名 七試掘等の方法及び範囲 八試掘等を行う期間 年月日 都道府県知事  

様
式
第
五

様式第五（昭四二建令三四・平一二建令四一・令二国交令九八・一部改正） 事業認定申請書 年月日 起業者住所 氏名又は名称 殿 土地収用法第十六条の規定によつて、左記により、事業の認定を受けたいので、申請致します。 記 一起業者の名称 二事業の種類 三起業地 イ収用の部分 ロ使用の部分 四事業の認定を申請する理由 備考 一国土交通大臣、地方整備局長又は北海道開発局長に対する申請書には、所定の手数料に相当する額の収入印紙をはること（印紙は、消印しないこと。）。 二「起業者の名称」については、国の行う事業にあつては、当該事業の施行について権限を有する行政機関の名称を記載すること。 三「事業の種類」については、なるべく具体的に記載すること。 四「起業地」については、都道府県、郡、市、区、町村、大字及び字をもつて表すこと。 五「事業の認定を申請する理由」については、その要旨を簡明に記載し、法第二十七条第一項の規定による申請であるときは、その旨を明記すること。  

様
式
第
六

様式第六（昭四〇建令二二・昭四二建令三四・一部改正） 図面表供している 備考 郡、市、区、 町村、大字及 び字の名称 現に供している事 業（施設）の種類 示番号土地の面積 平方メー トル  
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様
式
第
六
の
二
（
第
三
条
関
係
）

様式第六の二（第三条関係）（平一四国交令八五・追加、令二国交令九八・一部改正） 年月日 起業者住所 氏名又は名称 殿 土地収用法第十五条の十四の規定により講じた措置は、次のとおりである。 記 一事業の種類 二説明のための会合を開催した日時 三説明のための会合を開催した場所 四説明のための会合の開催の公告を行つた日及び当該公告を行つた新聞紙の名称 五第一条の二第一項第三号の規定による通知を行つた者の数 六説明のための会合に参加した者の数 七説明のための会合を打ち切つた場合においては、その旨及びその根拠となる条項  

様
式
第
七

様式第七（昭四二建令三四・全改、平一二建令四一・令二国交令九八・一部改正） 手続の保留の申立書 年月日 起業者住所 氏名又は名称 殿 左記により、収用又は使用の手続を保留したいので、土地収用法第三十一条の規定により申し立てます。 記 一起業者の名称 二事業の種類 三収用又は使用の手続を保留する起業地 備考 一「収用又は使用の手続を保留する起業地」については、都道府県、郡、市、区、町村、大字及び字をもつて表すこと。 二不要の部分は消すこと。  

様
式
第
七
の
二

様式第七の二（昭四二建令三四・追加、令二国交令九八・一部改正） 手続開始の申立書 年月日 起業者住所 氏名又は名称 都道府県知事殿 左記により、収用又は使用の手続を開始したいので、土地収用法第三十四条の規定によつて申し立てます。 記 一起業者の名称 二事業の種類 三起業地 イ収用の部分 ロ使用の部分 四土地収用法第二十六条の二の規定による図面の縦覧場所 五収用又は使用の手続が保留されている起業地 六手続を開始する土地 イ収用の手続を開始する土地 ロ使用の手続を開始する土地 備考 「起業地」、「収用又は使用の手続が保留されている起業地」及び「手続を開始する土地」については、都道府県、郡、市、区、町村、大字及び字をもつて表わすこと。  

様
式
第
七
の
三
（
第
十
三
条
の
六
関
係
）

様式第七の三（第十三条の六関係）（平一四国交令八五・追加、令二国交令九八・一部改正） 土地調書作成の特例手続の申出書 年月日 起業者住所 氏名又は名称 市町村長殿 土地収用法第三十六条の二第一項の規定により土地調書を作成したいので、同条第二項の規定により申し出ます。 記 一事業の種類 二起業地 三事業の認定の告示の年月日 四収用又は使用の手続を保留した起業地があるときは、手続開始の告示の年月日 五特例手続の対象地の所在 六当該対象地の土地の所有者及び当該土地に関して権利を有する関係人（起業者が過失がなくて知ることができない者を除く。）の数 七前号のうち、補償金の見積額が政令で定める額以下の者の数 備考 一第六号及び第七号は、特例手続の対象となる一筆の土地ごとに記載すること。 二不要の部分は消すこと。  
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様
式
第
七
の
四
（
第
十
三
条
の
七
関
係
）

様式第七の四（第十三条の七関係）（平一四国交令八五・追加、令二国交令九八・一部改正） 物件調書作成の特例手続の申出書 年月日 起業者住所 氏名又は名称 市町村長殿 土地収用法第三十六条の二第一項の規定により物件調書を作成したいので、同条第二項の規定により申し出ます。 記 一事業の種類 二起業地 三事業の認定の告示の年月日 四収用又は使用の手続を保留した起業地があるときは、手続開始の告示の年月日 五特例手続の対象地の所在 六当該対象地にある物件に関して権利を有する関係人（起業者が過失がなくて知ることができない者を除く。）の数 七前号のうち、補償金の見積額が政令で定める額以下の者の数 備考 一第六号及び第七号は、特例手続の対象となる一筆の土地ごとに記載すること。 二不要の部分は消すこと。  

様
式
第
七
の
五
（
第
十
三
条
の
八
関
係
）

様式第七の五（第十三条の八関係）（平一四国交令八五・追加、令二国交令九八・一部改正） 土地調書に対する異議申出書 年月日 住所 氏名又は名称 殿 貴殿が作成しようとする土地調書の記載事項について次のとおり異議があるので、土地収用法第三十六条の二第六項の規定に基づいて、申し出ます。 記 一事業の種類 二土地調書の記載中異議を付しようとする部分の土地の表示（地番等） 三前号に掲げる土地に関する申出人の地位（土地所有者又は関係人の別）及びその対象物 四土地調書の記載事項に対する異議の内容  

様
式
第
七
の
六
（
第
十
三
条
の
九
関
係
）

様式第七の六（第十三条の九関係）（平一四国交令八五・追加、令二国交令九八・一部改正） 物件調書に対する異議申出書 年月日 住所 氏名又は名称 殿 貴殿が作成しようとする物件調書の記載事項について次のとおり異議があるので、土地収用法第三十六条の二第六項の規定に基づいて、申し出ます。 記 一事業の種類 二物件調書の記載中異議を付しようとする部分の物件の表示（物件番号等） 三前号に掲げる物件に関する申出人の地位（物件の所有者又は関係人の別）及びその対象物 四物件調書の記載事項に対する異議の内容  

様
式
第
八
（
第
十
四
条
関
係
）

様式第八（第十四条関係）（昭四二建令三四・平一四国交令八五・平一七国交令一二・平一九国交令五四・一部改正） 土地調書 一起業者の氏名及び住所 二事業の種類 三起業地 四事業の認定の告示の年月日 五収用又は使用の手続を保留した起業地があるときは、手続開始の告示の年月日 六土地所有者の氏名及び住所 七関係人の氏名及び住所 八土地の所在 登記簿又は土地台収用し、又は使用しよ所有権以外の権利権利者の 地番地目実測地積実地の状況 帳上の地積うとする土地の面積の種類及び内容氏名 右により、土地収用法第三十六条第一項の規定によつて土地調書を作成する。 年月日 起業者氏名印 立会人身分及び氏名印 備考 一土地調書は、土地所有者ごとに作成すること。 二「立会人」の身分については、「土地所有者」、「関係人」、「市町村の職員」等のように記載すること。 三土地調書の記載事項に異議のある土地所有者又は関係人は、その異議を記載して署名押印すること。 四法第三十六条第四項又は第五項の規定によつて立ち会つた立会人は、その理由を記載して署名押印すること。 五添付すべき実測平面図は、縮尺百分の一から千分の一程度までのものとし、収用又は使用予定地は、薄い赤色で着色すること。 
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様
式
第
九
（
第
十
五
条
関
係
）

様式第九（第十五条関係）（昭四二建令三四・平一四国交令八五・平一九国交令五四・一部改正） 物件調書 一起業者の氏名及び住所 二事業の種類 三起業地 四事業の認定の告示の年月日 五収用又は使用の手続を保留した起業地があるときは、手続開始の告示の年月日 六土地所有者の氏名及び住所 七関係人の氏名及び住所 八物件がある土地の所在 物件の物件の種類物件の所有所有権以外の権利の所有者以外の権 地番数量実地の状況 番号（大きさを含む者の氏名種類及び内容利者の氏名 右により、土地収用法第三十六条第一項の規定によつて物件調書を作成する。 年月日 起業者氏名印 立会人身分及び氏名印 備考 一物件調書は、土地所有者ごとに作成すること。 二「立会人」の身分については、「物件の所有者」、「賃借権者」、「市町村の職員」等のように記載すること。 三物件調書の記載事項に異議のある土地所有者又は関係人は、その異議を記載して署名押印すること。 四法第三十六条第四項又は第五項の規定によつて立ち会つた立会人は、その理由を記載して署名押印すること。 五法第三十七条第三項の規定による実測平面図は、縮尺五十分の一から五百分の一程度までのものとし、建物の耐用年数、利用の現況等を併せて記載すること。 

 

様
式
第
九
の
二

様式第九の二（昭四二建令三四・追加、令二国交令九八・一部改正） 裁決申請請求書 年月日 請求人住所 氏名 起業者殿 土地収用法第三十九条第二項の規定によつて、左記により、裁決申請を請求します。 記 一土地の所在、地番及び地目等 二権利の種類及び内容  
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様
式
第
十

様式第十（昭四二建令三四・全改、令二国交令九八・一部改正） 裁決申請書 年月日事業の認定の告示があつた あり、年月 日手続開始の告示があつた －－－－事業について、土地収用法第三十九条第一項の規定により、裁決を申請します。 年月日 起業者住所 氏名又は名称 収用委員会御中 備考 一法第四十四条第一項の規定により、添附書類の一部を省略して申請するときは、その旨を明らかにすること。 二不要の部分は消すこと。  

様
式
第
十
の
二

様式第十の二（昭四二建令三四・追加、令二国交令九八・一部改正） 補償金支払請求書 年月日 請求人住所 氏名 起業者殿 土地収用法第四十六条の二第一項の規定によつて、左記により、補償金の支払を請求します。 記 一土地の所在、地番及び地目等 二権利の種類及び内容  

様
式
第
十
の
三

様式第十の三（昭四二建令三四・追加、令二国交令九八・一部改正） 明渡裁決申立書 左記により、土地収用法第四十七条の二第三項に規定する明渡裁決の申立てをします。 記 一起業者の名称 二事業の種類 三土地の所在、地番及び地目等 四権利取得裁決の有無及び既にされているときは、その年月日 年月日 申立人住所 氏名又は名称 収用委員会御中  

様
式
第
十
一

様式第十一 （昭三九建令九・昭四二建令三四・平一七国交令六六・一部改正） 第号 身分証明書 住所 職名及び氏名 右は、土地収用法第六十五条第一項第三号の規定に基いて 左記のものを実地に調査する者であることを証明する。 表 記 所在 土地又は物件 年月日 収用委員会 土地収用法抜すい 第六十条の二収用委員会は、必要があると認めるときは、 審理又は調査に関する事務（裁決及び決定を除くの一部 を委員に委任することができる。 2収用委員会又は前項の規定により委任を受けた委員（以 下「指名委員」というは、必要があると認めるときは、 第六十五条第一項第三号に規定する事務を、収用委員会の 事務を整理する職員に行なわせることができる。 第六十五条収用委員会は、第六十三条第四項の規定による 裏 申立が相当であるとき、又は審理若しくは調査のために必 要があると認めるときは、左の各号に掲げる処分をするこ とができる。 三現地について土地又は物件を調査すること。 3第六十条の二の規定によつて委員又は職員が土地又は物 件を実地に調査する場合においては、その身分を示す証票 を携帯し、土地又は物件の所有者、占有者その他の利害関 係人の請求があつたときは、これを示さなければならな い。 
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様
式
第
十
二

様式第十二（令二国交令九八・一部改正） 裁決申請書 裁決申請者住所 氏名 相手方住所 氏名 土地収用法第－－－－条の規定による損失の補償について同法第九十四条第一項の規定による協議が成立しないから、左記により、裁決を申請致します。 記 一事業の種類 二損失の事実 三損失の補償の見積及びその内訳 四協議の経過 年月日 裁決申請者住所 氏名 収用委員会御中 備考 一裁決申請者が二人以上の場合は、連名で申請することができること。 二「損失の事実」については、発生の場所、時期をあわせて記載すること。 三「損失の補償の見積及びその内訳」については、積算の基礎を明らかにするものとし、法第九十三条の規定によつて工事を行うことを要求する場合は、その費用の見積をあわせて記載すること。 四「協議の経過」については、経過の説明の外に、協議が成立しない事情を明らかにすること。  

様
式
第
十
三

様式第十三（昭四二建令三四・令二国交令九八・一部改正） 確認申請書 起業者住所 氏名又は名称 土地所有者住所 氏名 関係人住所 氏名 年月日事業の認定の告示があつた－－－－－事業について、協議が年月日成立したので、別紙同意書を添えて、左記により、確認を申請致します。 記 一協議が成立した土地の所在、地番、地目及び面積 二前号の土地所有者及び関係人の氏名及び住所 三協議によつて取得し、又は消滅させる権利の種類及び内容 四権利を取得し、又は消滅させる時期及び土地若しくは物件の引渡し又は物件の移転の期限 五対償 年月日 起業者住所 氏名又は名称 収用委員会御中 備考 「対償」については、各人別にその内容、内訳及び支払の方法、時期等を明らかに記載すること。  

様
式
第
十
三
の
二

様式第十三の二（昭四二建令三四・追加、令二国交令九八・一部改正） 補償金等払渡通知書 年月日 起業者住所 氏名又は名称 配当機関殿 土地収用法第九十六条第一項の規定によつて、左記のとおり払い渡すので、通知します。 記 一差押え 仮差押え に係る権利の種類 二差押え 仮差押え に係る土地の所在、地番及び地目等 三差押え 仮差押え がされた年月日 四差押え 仮差押え をした機関の名称 五払渡金額及びその内訳 備考 一補償金等払渡通知書は、差押えの執行又は仮差押えの執行に係る権利ごとに作成すること。 二不要の部分は消すこと。  
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